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I 緒 言

近年における発育の早熟化促進化現象は，生物学的にも社会学的にも大きな問題となり注目

されている。(1)(2)(3)(4)また同時に生理的限界を超える体脂肪量も年代及び加令に伴ない促進化

現象を示し，王子尾ら肥満者数の報告でも若年令!警における増加率が目立ち， 20オ-30オの肥満

者頻度に著明な増加がある。(5) 所謂眼満は皮下脂肪や体重と寵t接な関連にあることは鴎知であ

h 肥満者は世界各国においても死因統計で死亡率高し特に心臓病や糖尿病との関係で不利

になるのである。(6)さらにここ数年間で皮下脂肪が倍I脅していることも報告にある。(7)肥満者の

特色は体重よりも皮下脂肪厚度にあり，体重に占める体脂肪量を評価すべきである。 (7)(8) また

成人以後は脂肪継胞の数ではなしその大小を評価すべきとも云われるのである。間

特に女性における皮下精訪が男性と異なる議報告がある。(10)(11) 筆者もこれに関する研究を

試み，性差的特質を顕著に見出し，さらに筋力性や柔軟性にも控差が認められたのである。{日}

元来人間の体格は，社会環境・性・人栂ーなどに加えて食生活の時代的変様によって規定される

ので，客観的な標準化は極めて悶維なことであるが (61i!.I時日本女性の平均体震はハイティーン

で一旦ピークに達しながら， 20オ代後半にかけて深い谷があり，再び、増加し 40オ代後半に第2

の高い山を形成している (7)。但し 20オ前後の女性は身体均整美との関連で標準以下の体重を羨

望する状況にある(13)(1的。これは遺伝学や環境学を無視した非健康体重である場合が多いので

ある。真の身体美は健康美にあり:体力的に機能化された活動体にこそあると思うのである。

単に体重を身長比のみで判断するのは危検である。身体運動は体重に殆んど変量は認められな

いが，体指訪量を著明に減少し体構成分の改善に効果がある(15)。外面的な体重よりも内面的な

皮下脂肪摩に意義を見出すのである o

1961年以来アメリカに起ったともいえる運動不足病(16)を打開するためにも，この資料が役

立ち得ればと思うのである。樹定は皮下脂肪簿厚の概定を皮膚披襲法で笑摘し，測定器は栄研

式・キースブローゼック式・マルチン式などの実験をしたが，ハーベンデン式のカ 1)パー使用

により測定したものである。なお，本研究が体格・体力・皮下脂肪の三者関連が如何なもので

あろうか，運動との関連は如侍であろうか，また一般的な皮下脂肪摩は体型的に如何で、あろう

か，などの疑問から簡便と思われる本調査を行なったのである。今後における健康体型確立の

示唆となり得ればと本研究を報告する次第である。

II 測定要領

1 測定対象者について

札幌市にある北海道女子栄養短期大学(食物栄養科学生73名余)および北海道女子短期大学

(体育科学生75名余)を対象とした。前者は高校で運動部の経験者がなく，知大入学後におい

ても課外活動をi上むなく制限されている一般女子学生群 (non-sport group， N群)である。後

者は高校運動部経験者であり，入学後においても課外活動で運動部に所思している運動女子学

生群(Sport group， S群)である。さらに縄大学は l年閣を寮生活の共需生活学生である o

1年次と 2年次にわたり， 64項目余の検査鵡定項目を予言会実施するには甚だ困難で、あった。

全項自を測定出来たのはN群36名， S群29名となり，報告文中に対象人員に多少の変動があ

ることを御了承戴きたい。

2. 測定期日について

両大学ともに入学年次の昭和47年と 2年次の昭和48年にわたる 2回の検査測定を行なっ

た。 5月中旬 2日間で体力診断テスト 6月初旬 1日で体格測定 6月下旬2日開で皮下脂肪
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淳の検査測定，さらにS群には若子の運動能力テストを 5月下旬に腿定したo

3. 測定種目について

1) 体格及ぴ体格指数
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一般的な基本棋定である①身長，②体重，③胸間，④産高の4種目を測定した。さらに体格

指数 13 項目を算出し，体~・栄養・身体充実の度合を知ろうとした。算出式は次の通りで，①

比体重 (W/日)X 102②比胸囲 (C/日)X 102 ③比座高 (S/H)X10
2④比下肢長{(H-S)/Hf X 102 

⑤ベルベック (W/H十C/H)X 102⑨カーブ (W/日2)Xφローレル (W/日2)X 10
7
⑨ピネ-lH

(W+C) :⑨ボンハルト HxC/W⑬ 1)ビ-CIW/日)X103 @ピルケー 100¥1高官/S@標準体
(H-100) X O. 9 ⑬身長差体重 (H-100)。

1!1.LHニ身長， W=体重， C=胸関， S=産高。算出式はJ11畑(17)白石(18)名取(28)及ぴブロッ

カ(9)奥田(19)らによる。

2) 皮下脂肪薄淳測定及び指数

皮下脂肪測定には各種測定法や各測定器を加来，森(5)や中村ベ鈴木(20)は提示しているが，

自身の容易きからも皮膚級接法(5)でハーベンデン(22)を使用し測定した。測定部位はキュア

トン(23)(刊さらに加来，森(5) 近藤(聞を参照し北大生理学伊藤教授の御教示を得て条約選定し

た。測定部位は便宜的名称として，①頬部 ②顎下部 @項部 ④三角部(屑霊長位) @上腕

部(前面)@上椀部(後部)舎前腕部(中央)⑧手背部(中央)⑨前胸部(剣状突起位)⑬側

胸部(外腹斜筋位)⑪側腹部(上位)⑫側腹部(下位)⑮腹直部(腰部横位)⑬屑押部(肩牌

骨下位)⑬屑背部(屑牌骨中央)⑬腰背部(大聖子筋上縁部位)@大腿部(前面)⑬膝蓋骨上位)

⑮下腿部(内部)⑫下腿部(後函)@大腿部(後間)以上21部位で@は例数が少なく省くこと

にした。

なお皮下脂肪指数を， V指数として女性の特性因子である(12)上腕前・上腕後・側腹上・清背

部・腰背部の5部位総合であり， xx指数は 20部位の総合である。さらにII指数は上記V指数
とxx指数の総合であり，栄研指数は (2j) (上椀後十肩月中下)の総合で広〈使用されている(17)(26) 
(27)(28) 

*なお測定吉M立は函 2-(むに示しであるので参照されたい。

III 成績及び考察

1. 基本体力について

一般女子学生N群，運動女子学生S群を，それぞれ 1年次及ぴ2年次と[R分しながら以下記

述する。

1) 体格及び体格指数

表 1一号②の対象者はN群 73名36名， S群75名29名であったが，測定人員 73名以上の場

合と 36名以下ではその平均値の信頼性に差異があり，青山の文部省統計への指摘(34)のように，

考察にあたり十分な思患が必要である。

表 1-①③及び図 1ー①により，前群ともに l年次と 2年次の間に，明らかに増量が認めら

れたのは綿密であった。総理府統計(29)でも 16才-20才まで若干の上昇傾向を辿っているが，

本諦査の結果とは合致しない。これは地域的特性とも考えられるものである。

表1-②により，入学時既に， NS群には，体重・胸酉がともに 0.1%，身長5%の有意差
が認められている o 18才・ 19オの文部省報告書の女子における短大及ぴ盟民の平均値(30)と比

較すると， N群は体重・胸囲はやや平均に等しいが，身長が下まわり座高がやや上まわる。短
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表干ー① 人 11 別体格の平均的一変動(一般女子学生者'Ulf と i主動女 f"f~ 1:_S群の比較)

代
N 抗I73名 s 111 75名 N群50?'1 N 手 36名 S 約九 29名

1年次 2年次十2九台3 l年次 2年次有罪 1年次 1年次 2年次空平均 l年次 2年次守平均
身長 156.0 156.2 難 157.3 157.5 揮東 156.20 155.8 155.9 155.87 1588 159.0 158.93 

体事 51. 5 51.5 55.5 55.7 51. 49 51.6 51.5 51. 55 57.1 56.9 57.00 

胸囲 80.2 81.8 
東
83.1 84.0 東東 79.77 79.7 81.4 

東
80.51 83.7 84 .6 東 84.18 

接接 ※東

@お 85.2 85.0 85.7 85.9 84.37 85.1 84.7 84.89 85.百 86.4 接 86.18 

記号 N I N 2 S I S 2 N'1 

有意差 0.1%......捺
揖蝦

1 %.....・接原 5 %....揖

表 1 ② 入学時における体総

N 君宇 50名 有忌: S 者~o 29名

平均値 機準偏差 差 平均 10ち 襟糸偏差

身長 156.20 6.21 ※ 158.89 4.88 

体重 51.49 5.48 
※ 

57.08 5.51 
※※ 

腕閤 79.77 3.32 
※ 

83.73 4.56 
※※  

~尚 84.37 5.59 85.91 2.48 

記号 N' 1 S' 1 

※
官
点

F
E

※
 

※
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訪日有

図 1-① 人員別体格の平均値変動と金問平均の比較

( l.if.次2年次の一般女子学生N群と逐動女子学生S群)

1581 /¥x S群
I ，.-x' 
1571 19オ全国平均

kg 
58 

:!l!!L..-盟
度 言語

;;[fS群::l/ヘ/"，S:;!/ーノS群
156 

155 ::?斗国j町引己主ォ
仁三!?ーに::7?「7

:r-一一百九
γNS NS N'S'N'S' 

王手 if-年年
次次次次

⑧表 l ①②の記号より

?十十ーさ
←…+ー→一時唖-
N N N N 

一 -18オ全国平均(女子)
一一一 19オ金溺平均(女子)
18オ短大平均(女子)

Gl 19:才短大平均(女子)

fI!L N:ー殺女子学生 X

S:遂動女子学長。
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表 1-③体務指数の 1年次及び2年次の比較

以ミ
入学持 1年次の差 1年次と 2if:次の有意差

N群 50名 S群 29名 N 群 S 群
有意差

平 均標準偏差 平 均様準偏差 73名 36名 75名 29名

土七体重 32.93 2.94 ※※ ※ 35.95 3.57 

比胸囲 54.02 3.10 54.08 1. 27 ※※ ※ ※※ ※ ※※  ※ 

上t 座高 51.14 2.84 ※ 52.77 3.69 
(ー)※

※※ ※ 

比下肢長 48.85 2.84 ※ 47.22 3.69 ※ 

ベルベック 86.96 4.56 ※※ 90.04 4.40 ※※ ※ ※ ※ 

カーブ 2.11 0.18 ※※ 2.26 0.25 

ロ レ/レ 135.41 14.67 ※ 143.02 18.99 

ピネ 20.33 7.00 ※※ 15.88 7.06 (一※)※※ 
(ー)※ (一)※

ボンハルト 257.82 25.89 ※※ 241. 02 22.73 ※※ ※ ※※ ※ ※ 

ビ 23.80 0.84 ※ 24.23 1. 03 

ピルケー 100.41 2.98 99.10 3.10 
{ー)※

標準体議 50.58 5.59 ※ 53.00 4.40 ※ ※※  

身長差体重 56.20 6.21 ※ 58.89 4.88 ※ ※※  

-
-
※
生
生

量
w

間
学
学

…
子
子

%

女

女

J

般

動

。
一
運

笈

群

群

意有

N

S

1%…※※  5%…※  

躯筋骨薄〈短脚鯛薄型ともいえる。またS群は長短筋骨厚〈長脚腕重型ともいえるものがある。

小野らの健康的な標準体重(31)から見ると， N群は望ましい体重とは一致しているが，
の見方も出来る。 S群の体重は望ましい体重とは一致するが，若干重量過大で、あり，肥満徹向

とも見られるのである。

次に体格指数表 1-③により，近年比体重は上昇傾向を辿る(28)(31)(叫が，本調資では年次上昇

は認められず，入学時でもN群32，S群35で有意な差が認められていない。ところが一般傾向

とは逆に比胸関が年間上昇に有意な差が認められていた。この実態は 10年前の統計指数(21)

(叫を見ると，一般的に比体重は上昇，比胸囲・ローレルは下降現象とは逆になっていたのであ

るo これは地域的特性といえるかは，今後の考究課題でもある。

身長充実を意味するカーブ0 ・ローレルなどNS再群は既に入学時差異がある。但し年間増加
は認められていない。また内臓諸器管の体密度に若干関連のあるベルベック・ピネー・ボンハ

ルトが入学時差異のあるのは当然で、あり，さらにN群は明らかに年間増加を見たのである o 沢
田ら(28)の指数でピネーを見ると， N群l土中型， S群は肥満型に属することになる。なおピネー
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指数は 17オで最小値で， 18オ以後はやや大きい値を示すのであるが，本諦査では両群ともに低

値を示していた。さらに 1)ビー・ボンハルトは成人催を示したが， ピルケーではNS両群とも
じ成人値の94.0を透かに上まわり，内臓器管の充実が窺えるのである。

N群はベルベック・カーブ・比体重のそれぞれは標準値に合致しているが S群はそれぞれ

を上まわっていたのである。比下肢長の資料(17)を見ると本調査群は長脚であるといえる数値で

あった。ブロッカ指数の標準体重指数で算出すると， N群は(+1.17%)，S群(+7.69%)で

あり， +10%の標準内の数値であるが， N群は緩めて標準型であり， S群はともすると太り

味で，肥満型に誤まられるタイプであるといえるのである。

2) 体力診断テスト・運動能テスト

罰 1-(2)1土文部省報告(30)の全国女子18オの体力診断テスト平均を基準とし，本調査結果を

正八角形に作図したものでああ。
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体力診断テスト 18オの比較(全国平均と一般女子学生と遂動女子学生)
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一一岡田会問18オ(女子)

一一一一…一一鐙大18オ(女子)

一一一一一都市18オ(女子)

ーー輔輔岨ー一般女子学生N若手

一一回一遂動女子学生S群
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令国短大女子18オは全国王子均女子18オを上まわり，過密地勤労女子18才は踏台昇蜂・握力

王子均・背筋力などが前記2群を上まわっているが，反面において，総得点・室長直挑・伏臥上体

反らしが最低位にあった。

表 1ー④ 体力診断テスト測定値の比較(一般女子学生N群と運動女子学生S群)

入学l年次の学校耳IJ有意、室長 l年次と主2主年次愛 11f.次2年次の
の有 大学別平均値

N 君宇 50名 有意 S 君宇 29名 N 群 S 群 N 群 S 群

平 土芸] 標準偏差 差 王子 均 標準偏差 50名 29名 100名 58名

反復横銚 35.58 4.50 ※※ ※ 41. 20 3.63 ※※  36.55 41.62 

ま歪 直 銚 38.00 5.79 ※※ ※ 48.62 5.70 ※※ ※ ※ 36.05 49.55 

背 筋 カ 84.48 16.54 ※※ ※ 104.75 16.16 83.33 106.13 

踏会昇降 56.28 7.17 ※※ ※ 72.25 13.54 ※※  55.82 69.40 

握力平均 23.46 4.79 ※※ ※ 33.96 4.05 ※※ ※ 24.12 33.97 

伏E人上体そらし 57.83 9.26 (一) 55.10 8.37 ※※  ※※ 57.29 56.84 

立イ立体前腐 14.15 4.92 ※※ ※ 19.35 3.23 ※※ ※※  14.72 20.10 

総 得 点、 18.48 2.19 ※※ ※ 22.79 1.49 ※※ 22.13 29.06 

有意笈 0.1%…翼手足 1%…※※  5%一※

今回の研究対象となったN群の測定値は全国18才よりも，さらに下まわり特に総得点22.1

点，垂直銚36.1cm，援力平均24.1kg，立位体前屈14.7cm，踏会昇蜂55.8点の5種目が最低

位にある。 S群の測定値は全国及び矩大18オよりも逼かに上まわる成績であった。 S群の成績

の中で特に自立つのは総得点29.1で十3.6点，反複横跳4l.6で十2.2田，垂直銚49.6で十7

8 cm，背筋力 106.1で十20.2kg，立位体前屈20.1で+1.6 cm，以上の5模自であり，さらに全

圏18オよりも過密地女子18オが高い催を示す種目である撞力が34.0で十3.4kg，踏台昇降

69ι で6.7点，の高い値を示しており 1種目(伏臥上体そらし)を除いて，すべての種目に

極めて高い優位性を示したのである。

罰 1ー③及び表1-Qむにより，体力診断テスト成績の年関変動量を見ると， N群において 1%

以上の水準で有意差が認められたのは，握力(十l.8kg)，反複横跳 (2.2回)，垂直跳(-3.1 

cm)，伏臥上体そらし(-l.9kg)，立f立体前屈(-l.2cm)などであった。 2年次に宝り，瞬発

筋力や柔軟性が明らかに低下しているが，握力筋カや敏捷性に若手の向上が認められたのであ

る。

きてS群において 1%以上の水準で有意差が認められたのは，伏臥上体そらし(十3.4cm)，

立位休部屈(十l.5cm)，総得点(十l.0点)，さらに 5%水準で有意差があったのは垂直跳(十

l. 9 cm)の合計4種目であった。但し踏台昇降運動は成績が下降(-5.6点)していた。これで

も全国女子18オよりは(十6.7)の高い値であり， 1%水準で明らかな低下が認められた。 2

年次に至り持久性の低下はスポーツマンとして甚だ重大な開題であった。また前柔軟性よりも

後柔軟性に特質的なものが窺えるのである。
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体力診断テストの年間変動の比較(一般女子学生群と遂動女子学生群)
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表 1-⑤は，運動能テストといっても

対象にした 1年次と 2年次の資料である。

数値的にはいずれも向上が見られたのであるが， 100m走においては，その有意差が認められ

なかった。なお文部省報告(30)の50m走を見ると全国女子18オでは 8.9秒であり，本調査では

1年次8.1秒が 2年次 7.8秒となり明らかなrilJ上が見られ，走やffJtでは全留女子18才では

3.19 mで全題短大女子が3.21mであった。本調査はこれを上まわり l年次3.61mであり， 2 

年次3.71mで(+lOcm)の向上が見られたのである。なお 100m走・立巾跳・砲丸投などの資

料がないが，本調査の立巾跳は年間(十20cm)，砲丸投(十20cm)の向上を見ている。走跳の

しかも S群のみを-跳・投の代表的なものに限り，
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霊安 1-⑤ 運動女子学生群の運動能テスト成績結果

l 年次 も 2 "f-* 
平均依 標準偏差

平均室長 増加率
均値 標準偏差

50 m走 8165FL0.576 諸手足 7.869秒 0.478 +0.296 1.037 

運
15.789全 15.686 秒100 m定 1.320 1.277 十0.103 1.006 

m m 
動 定巾跳 3.615 0.480 ※ 3.712 0.606 -0.096 1.026 

夜1 町1

古E
立の銚 1.829 0.145 ※※  2.025 0.147 0.195 1.107 

m 町l

砲丸投 6.815 0.670 ※ 7.040 0.714 0.225 1.033 

十旨 走指数 11.977 0.934 ※※  11.777 0.864 +0.200 1.001 

数 挑指数 2.722 0.304 ※※ ※ 2.869 0.360 -0.146 1.054 

比較において，跳指数が向上していることが明らかであり，またS群の垂直跳は全国王子均を遥

かに上まわり，さらに 1年次48.6cmが2年次50.5cmに増加し， 5%水準での向上が認められ

ていたのである。

以上のことをまとめると， S群は体格も体カも運動能もハイ・レベルにあり年間向上がある。
またN群は体格は標準中型分類にあるが，体力では敏捷性や援筋力に若干の年間向上を認める

が全国水準に及ばずロー・レベルにある。これら運動女子学生群と一般女子学生群の特震を知

り，以下本論である皮下脂肪車の特賞的差異を考究するものである。

2. 皮下脂肪藤康について

測定対象とした 20部位を詔 2ー①に示した。被測定者の右側面を頭環垂夜線に副え，左手で、

被握し右手のカ J)パ…で測定したのである。測定にあたっては，皮膚・脂肪層に筋肉層が混入

しないよう慎重な配援と熟練を要したのである。

1) 皮下脂肪測定と体脂肪率

従来皮下脂肪厚は糖部横の部位を代表値としていた。捜部皮脂厚の襟準値を吉田(33)の日本児

童年令別表では， 18オ-20才で 17.8m限であり，日本人 18才以上の標準を 8蜘 -20酬において

いた。また，国立栄養研究所の鈴木・長嶺ら(21)(25)はお酬を痩せている， 20m闘を普通，と分類

している。さらに 21オの中央伎を女子21醐，男子8臨と発表している。鈴木は痩身者と肥満

者を食物栄養科学生から，捜せは 8mm，肥満45.5臨もあったとの報告もある。また東京女子体

育大学では 10-15酬を標準とし， 20mm以下を普通としている和泉氏の報告もある。本調査では

NS両群ともに 13mm-16酬の範囲であった。慈恵産大第一生理の松本氏の報告によると，年令
とともに急、上昇を続ける。また鈴木氏の報告にもあるが腹部皮指厚よりも上腕背部十屑牌下部

の皮下脂肪厚が，身体全体の皮下脂肪蓋を推定するには，よりよい部位である(26)(31) 体重に占

める給坊分の割合を F%として体脂肪率の推定式は 1963ip Brozekによると F%ェ4.57

7-4恥142，但し Dは体密度を示すものである。長嶺氏(27)の予知式は， D =1.0897-0.00133x， 

但し X は上腕背部+屑牌下部の測定値合計である。また小野氏(31)が提案する， F%=4.570/ 

D-4.142，で本調査により，体重に占める皮下指肪最の推定%を算出して見ると， N群 I年次
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20.37%， 2年次20.95%，平均20.66%であり， S群は 1if次20.29%，2年次16.16%，平均

18.36%であった O

小野武は運動能至適域を 20%においているが，測定器の関係から本調査の結果はこの値を下

まわっていた。

さらに鈴木氏の体比重法から求むる算出式1.082 -0.0011 xを用いて計算すると， N群は 1

年次24.3%，2年次19.9%，平均22.1%となった。鈴木氏は体重に占める脂肪率を男子10%

-15%，女子20%-25%を正常としているが，本調査のNS両群ともに正常範閣にあり，但し
2年次においてN群は標準最高位， S群は標準最低位にあったのである。

2) 皮下脂肪厚の年間変動値

図 2-il)及び褒2一①により， N群はS群よりも殆んどの測定部位で高い数値を示している。

S群が高い数値を示している部伎は，項 (12.6が12.7捌)，三角 (13.6が14.6捌)，の2部位

に眼られ，下腿内は同伎で15.2mmがあり，その他17部位はN群がS群を上まわり N群の皮下

脂肪が摩いことになる。なお入学当時既に有意差が認められるのは，顎(N群9.9mmがS群 5.2

問m)で差は 4.2棚となっていた。

同様に項 (12.0が13.3mm) +，上腕前 (8.1が6.4mm)一，側腹下 (17.1が12.6mm)一，

謂紳下 (13.4が15.1mm)十，屑抑 (13.1が11.7醐)一，腰背 (21.6が18.4蹴)一，膝蓋上

06.0が9.4mm)一，以上の8部位に土の差異が認められたのである。即ち性差的な腰背，賛

肉的な側腹下，運動的な上腕前・層背の特質因子部位の測定値が(一)となることは労控fちを

意味すると考えられるiI2)。また特に顎・側腹下・膝蓋上の3部位は 0.1%で(一)の有意差が示さ

れたのは，運動女子学生群の特質を示すものとして注目したい。

皮下脂肪のj撃さの)1醍位を平均値から見ると， N群は①大腿前22.0，②腰背22.0，③側腹下 18.

8，④下腿後17.4， @旗直15.8酬となり， S群においては①大腿前19.7，②腰背17.1， @下腿
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表 2-① 皮下脂粉摩の成綴結果(一般女子学生群と逐動女子学生群)

一般女子学生 (N群) 有一 遂動女子学生 ( S群)

1年次 管 I2年次 全体王子均 室意長王次手 1:全体平均 1.1f.次 有羨意 2年次
mm mm mm mm mm mm 

頬
M 11.98 ※ 12.50 12.24 12.07 11.74 12.40 
S.D 2.53 2.41 2.84 1.83 

顎
M 9.92 10.18 10.05 ※※ ※ 4.86 

5.27 
※ 
4.45 

S D 2.28 2.38 1.88 1. 23 

項 M 12.02 
※※ ※ 
13.33 12.67 ※ 12.70 13.30 ※ 12.10 

S .D 2.68 3.06 3.08 3.71 

三角
M 12.65 

※※ ※ 
14.58 13.61 14.63 13.82 15.44 

S D 4.00 5.28 4.63 6.05 

上腕前
M 8.13 

※ 8.62 8.37 ※※ 5.97 6.42 ※※  5.53 
S D 2.30 2.60 2.54 2.07 

上腕後
M 15.10 15.29 15.19 11.46 13.32 ※※ ※ 9.61 
S D 4.19 4.15 4.45 4.90 

前腕
M 8.84 ※ 9.56 9.20 8.18 8.55 ※ 7.82 
S D 1. 91 2.91 3.48 3.01 

M 2.91 2.59 2.76 2.53 
手背

S D 0.93 
※※  

0.76 
2.75 2.65 

0.95 
※※  

0.72 

前胸
M 13.36 

※※ ※ 
16.37 14.86 11.97 12.17 11.77 

S D 4.30 4.62 4.34 4.21 

側腕
M 11.23 

※※ ※ 
12.84 12.03 10.54 11.45 ※※  9.62 

S D 3.73 3.99 5.01 4.07 

j~UH主上
M 16.46 ※※  18.30 17.38 15.28 15.62 14.94 
S D 4.94 4.92 5.56 4.43 

側践で
M 17.16 

※※ ※ 
20.50 18.83 ※※ ※ 12.45 

12.64 12.26 
S D 4.52 4.78 5.38 5.48 

腹 E主 M 15.01 ※※  16.68 15.84 14.80 15.93 ※ 13.66 
S D 4.16 4.40 5.65 4.30 

周目甲下 M 13.49 ※ 14.35 13.92 ※ 13.44 15.14 ※※ ※ 
11. 73 

S D 4.16 4.35 6.02 3.92 

潟背
M 13.16 13.55 13.35 ※ 11. 31 11.76 10.86 
S p 3.16 3.47 4.34 4.59 

車整 背
M 21. 60 22.45 22.02 ※※ 17.16 18.46 ※ 15.86 
S D 3.93 4.20 5.70 4.69 

大草塁前
M 21.14 ※※  23.01 22.07 19.79 22.14 ※※ ※ 

17.43 
S D 4.12 5.29 7.27 5.01 

膝重量上
M 16.07 14.89 15.48 ※※ ※ 9.57 

9.42 9.71 
S D 5.13 5.24 3.39 3.66 

下腿内
M 14.96 15.62 15.29 15.29 16.18 ※ 14.40 
S D 3.56 4.02 5.02 4.91 

下腿後 M 17.49 17.46 17.47 17.12 18.03 16.22 
S D 4.32 4.76 6.95 4.21 

大腿
M 19.45 23.98 21. 71 
S D 10.57 4.96 

'--一時
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図2-② 皮下目旨紡の年間変動比較(一般女子学生N群と遂動女子学生S群)
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後 17.1，④下腿内 15.2，母側盤上15.2，⑥腹直14.8mmであった。

中村9)は乳房・勝部・腹部・撃事部・大腿上・下腿後などの中心帯に皮下脂肪組織の残存頻向

が強いと述べている。本諦査は碍群ともに数値は巽なるが，大腿・腰背の顕であり，罰傾向を

なミしているのである。また腹壁が両群ともに 6位にあるのは，若年者傾向の隣部横よりも恥骨丘

に体脂肪量の蓄積があり{へ本調査からは推定するのみである。

次に薄さの)1震伎を両群の平均値から見ると， N群l立母子背2.7，②上腕前8.3，③高官腕中9.2，

④顎10.0，⑤側胸 12.0，⑥項12.6となり， s群は①手背2.6，(2)上腕前5.9，③顎4.8，④前
腕8.1，⑤篠蓋9.5，⑥側胸 10.5mmの}I原位であった o加来ら(5)の報告では皮下脂肪減少は大総内

側上部で目立ち，躯幹前面の減少が最も少なく，躯幹より末梢(四肢部)及びその遠位部に減

少傾向に移行する(9)。本語査の}I廃位もその傾向がうかがわれ，その部位は予背・上腕前であって

四絞末端部位の比較的筋肉の薄い部位が示されたのである。

さらに淳簿部位における増減巾率を見ると，増加率では， N群の前胸22%，号機鹿下19%，

③三角 15%，@1~U胸 14%，⑤1~U腹上 11%であり。 S群ではG三角 11%，奇蹟 0.5%，③膝蓋 O.

3%であった。減少率では増加率と率そのものが逆傾向となり， N群①手背14%，(2)膝蓋8%で

あり， s群はφ上競後28%，争屑目平下23%，(3)大腿前22%，百む顎16%，<ID1~U胸 16% となった

のである。郎ち両群はこれらの値によって明躍に分離されたのであるが，さらにN群の増加巾

よりも S群の減少巾が大であることは，まさに運動女子学生群の優秀性を培示している α

きて 1年次と 2年次での有意差は， N群 13部位， s群 12部位で両群に共通的な有意差の認
められた苦i珂立は，項部N群十1.31m百， s群-1.20mm，以下同様に上椀前十O“49・-0.89，前腕
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部十0.72・ 0.73，手背部-0.32・-0.23，側胸部十1.61・-1.83，麗直部十1.67・-2.27，屑脚

下部+0.86・-3.41，大腿前部十1.87・-4.71酬であった。これら 8部位は女性の特賞因子で

もあり，運動の有無により増減する部位であることが確認されるのである。但し脂肪細鞄は 20

オから数の増加を普通には見られず，脂肪締鞄の肥大に関連し，肥った人は3倍栓にもなる(2九

特に日本人の脂肪細胞は重いという石川修次氏の報告がある。従って以上8部位に対する増滅

状況は運動状況や皮下脂肪状況と関わって重要な問題となる部位である。

3) 測定部位相互の関係

表2ー⑧は皮下脂肪測定部位が他の測定部位と関係数を示す。概括的にいえばN群が50.

3%， $群が49.7%であり河傾向である。同様に両群は 1年次より 2年次に3iり，関係部位数が

減少し 2年次により特質的部伎となり独立集約部位となる。関係増加は他部位との関わりが

深くなる部位を示すことになる。

霊祭2-② 皮下脂紡各部俊相互関係数(一般女子学生N在学と運動女子学生S春季)

N 君宇 36名 S 群 29名
計

1if.次 2年次 5十 l年次 2年次 言十

頬 昔E 13 18 31 15 16 47 

顎(下) 19 16 35 8 7 15 50 

項{中) 20 16 36 16 15 31 67 

三角(下) 19 l 20 19 17 36 56 

上続(前) 19 11 30 20 12 32 62 

上腕(後) 18 15 33 18 13 31 64 

前腕(中) 18 14 32 19 14 33 65 

手背(中) 9 12 21 12 6 18 39 

前掬(下) 17 15 32 18 12 30 62 

側胸(中) 16 14 30 19 19 38 68 

領6腹(上) 15 14 29 17 14 31 60 

1"6腹(下) 16 8 24 17 12 29 53 

腹 E主部 15 6 21 15 10 25 46 

屑目甲(下) 21 15 36 19 18 37 73 

潟背部 19 6 25 19 18 37 62 

腰背部 20 12 32 17 10 27 59 

大総(前) 12 18 30 10 9 19 49 

族議(上) 12 19 31 19 13 32 63 

下腿(内) 18 19 37 19 17 36 73 

下腿(後) 9 18 27 17 16 33 60 

言十 325 267 592 333 253 586 1，178 

% 27.6 22.7 50.3% 28.3 21. 4 49.7% 

※相関係数有意水準 0.001以上の数

増加数部位はN群(頬・手背・大腿前・膝蓑上・下腿内)であり，他の 15部位が独立部位の

傾向にある。 S群は 19部位が独立部位であり 1部位は変化なしの部位であった。

なお増減著しい部位を}I僚にあげると， N群の増加数部位(大腿前・膝蓋上・下総内)，減少数
部位(三角下・上腕前・側腹下・腹直・腰背)などであった。 S群の増加数部位はなく，減少

数部位(頗・上腕前・手背一前胸・腰背・膝議)などであった。即ち， N群は主として脚部に
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他との関係が多くなり，腕体部に他との関係が少なく独立した皮下指跡群を形成するが如くに

見られる。 S群においては主として中心帯以外のN群とは異なる部位に，独立した皮下脂肪群

を形成しているように見えたのである o

4) 体格及び体格指数との関係

表 2-③により， NS両群の殆んどにおいて，皮下脂肪蓄積部位が体重と胸囲に関わる部位

であるのは当然の結果である。

頬 音E
顎 音E
環 音E

三角 下

上腕 前

上腕 後

前腕 音'11

手背 音:~

前日旬 下

1HU 絢 下

僚1 腹 上

俣i 腹 で

mi 直 吉E

蔚 E甲 下

潟手守 吉E
腹背 音E

大腿 前

膝室長 上

r 腿 内

下腿 後

言十

計

霊祭2-③ 皮下脂肪部位と体格との相関

有意性 0.001…⑨

0.01…0 
0.05…0 

一般女子学生 N群 運動女子学生 S若手

入学時 2 王手 次 入学時 2 年次

身体 I節度 身体絢~ 身体腕座 身体胸底
長重殴高 長室童図高 長主霊園高 長重症喜言語

O O o 0 O O O 
。⑨ 。。 O O 。。

⑨ 0 eJl eJl ⑨⑨  ⑨⑨  

O ⑨⑨  o eJl eJl ⑨⑨  O ⑨ 
⑨⑨  ⑨⑨  ⑨⑨  eJl eJl 

⑨⑨  ⑨⑨  ⑨⑨  O ⑨ 
⑨⑨  ⑨ 0 ⑨⑨  ⑨。

。 O ⑨⑨  。。

⑨⑨  ⑨⑨  eJl eJl ⑨ 。⑨

⑨⑨  ⑨⑨  O ⑨⑨  ⑨⑨  

⑨⑨  ⑨⑨  O ⑨⑨  ⑨⑨  

⑨⑨  ⑨⑨  o eJl⑨ o eJl eJl 
⑨⑨  ⑨⑨  eJl 0 ⑨ o eJl⑨ 
⑨ 0 ⑨ O eJl eJl⑨ ⑨⑨  

。。 。 O 。⑨ ⑨⑨  

O ⑨⑨ O O ⑨⑨  o eJl ⑨⑨  

。 eJl 0 。。 。。

⑨⑨  。。

⑨ O ⑨ 0 O ⑨⑨  ⑨⑨  

O 。 eJl eJl eJl 。⑨

2 18 16 2 3 18 16 2 10 18 20 0 2 19 19 0 

5 36 32 4 12 37 39 0 

体重と胸間の関係部位数を見ると， N群は 1年次において 18と16部位が 2年次にも全く

同様で、18と16であった。 S群では l年次18と20が 1年次 19と19になり，体重1部位増

胸圏に l部位減となっていたのである。

また身長と座高の長育において， N群では 1年次2と2が2年次3と2部位であり， S群

では身長が1 次 10部伎と関係を持ちながら 2年次には 2部位との関係となっている。座高は

1年2年次ともに皮下脂肪部位との関係部位は会〈認められなかった。即ちN群は体重が多く

の皮下脂肪部位との関連を保ち重くなり， S群は胸囲が多くの皮下脂肪との関係を保ち大きく

なっていると見られるのである o またN群の身長・座高の関係部位が若干あるが， S群は 1年
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次から 2年次にかけての身長が関係部位減少が目立ち，関わりを持たなくなっている。

逆の立場で無関係部位を検討して見ると，体重において， N群は 1・2年次ともに手背・膝

蓋の2部位。 S群は頬・顎が2年次額の 1部位となっている。胸囲においては， N群は l年次

頬・大腿前・膝叢・下腿後が2年次頬・手背・膝議・下躍後となり， S群は頬の 1部伎に限り

2年次には無関係部位である o即ち体重との関わりではN群(手背・膝蓋)が独立部位であり，

S群(頬)が独立部イ立となる。また胸囲との関わりではN群(頬・大腿前・膝室長上・下腿後が独

立部位であり， S群(なし)となっている。

長育の関係部位を見ると，身長において， N群l年次三角下・腰背が2年次には三角下・腰

背・頗に関係が認められ S 群は l 年次頗・顎・前胸・側胸・ i~U腹上・腹誼・膚脚下などが 2

年次には側腹下・腹藍の2部位に関係が認められている。産高において， N群は l年次頼・腹

背が2年次には頬・手背と変っているoS群は 1・2年次ともに関係部位がなかったのである。

即ち身長との関係でN群(三角下・綾背)の2部位を示し， S群(側麗下・腹直)の2部位を

示す。座高との関係ではN群(頬)に若干ながら関係が認められたがS群には関係部位が全く

なかったのである o

つまり， NS両群は体輩と胸聞との関係では，それぞ、れ異なる傾向を持ちながらも，それぞ

れの関係を保ちつつ2年次に至っている。長育について特にS群の身長の特色と， N群におけ

る座高の関係部位に若干の特色が見られたのである o

なお体格指数と皮下脂肪部位との関係数では，入学時において， N群は比体重及ぴボンハル

トにそれぞれ16部位の関係があり，無関係なのは比康高及ぴ比下肢長であった。 S群はベル

ベック・ローレル・ピネー・リピーなどの指数との関係がそれぞれ17部佼に認められ，また比

・比下肢長にそれぞ、れ5部位の関係が認められたのである。

郎ち，皮下脂肪と体格指数との関係では， N群は身長や体重を主主盤におく比体重・ボンハル

トなどの指数で判断するのが妥当であろう。またS群は身長・体重・胸囲などと座高を基盤に

おく，ベルベック・ロ…レル・ピネー・ 1)ビーなどの体格全体からの指数で判断するのが妥当

と思われたのである。

5) 体力及び運動能との関係

表IIー⑤の相関表U:皮下脂肪部位と体力診断テスト掛定結身さから求めた 20部位と 8種目の

関係を示す。 NS両群ともに深い関係が認められないが， N群は 14部位， S群は 18部{立が若

干ながら有意牲が認められたのである。

N群は揖カ関係と 42.9%，立{立体前屈と 28.6%に加えて，垂直跳・踏台昇降運動・伏臥上体

そらし・総得点・それぞれに 7.1%の皮下脂肪関係部位が認められるのであった o S群には反

復横跳44.4%，垂直跳22.2%，伏臥上体そらし 33.3%となり，その他の体力診断とは関係が認

められなかったのである o

即ち皮下脂肪部位が， N群では体力診断テストとは分散的関係を持つが，握力筋力や前柔軟
性などとは若子の関係があり， S群では体力診断テストとは集約的関係を保ち，敏捷性・瞬発

性や後柔軟投などとは若干の関係があり，従ってNS両群は全く異なる傾向を示していること

になるのである。

表II一⑥は，皮下脂肪20部位と運動能テスト 5種自との関係を，運動女子学生S群の年間変

動を観察しようとしたものである。

きて 1 次68部位 2年次53部位に関係部位が減少していることがわかる。即ち 1年次
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表II-③ 皮下脂肪淳と体力診断テストの相関(運動女子学生Sと一般女子学生N)

0…5% 。…1%
、…5% …1%

⑧ S若手…1.2年計

N群…1.2年計

計

反復横跳 I豪復跳|管筋力|踏合昇降 総f号点 j 計

員

貫

主

角

腕

腕

腕

背

胸

胸

腹

腹

鼓

脚

柑

河

北

ば

腿

釜

総

総

書
勝
一
言
耳
一
一
一
上
上
前
手
前
側
側
側
腹
一
一
周
一
層
一
媛
大
膝
下
下

% 

において，すでに一般女子学生よりも運動女子学生は皮下脂肪摩は薄しさらに運動女子学生

は1年間にさらに減少する。また2年次における関係部位の減少は，ますます集約的になる領

向を示している。前述したS群の体力診断テスト結果でも敏捷性・瞬発性・後柔軟性などに築約

された事実から見ても，運動が皮下脂崩厚に与える影響は可成り大きいことが推測されたので

ある。

これら S群の測定結果では 1年次に跳種目との関係部位が多かったのであるが 2年次に

は逆に定種目との関係部位が多くなり，特に 50m走との関係部位が多くなっていることが目

立ったのである。これは前述の体力診断テストで，持久的踏台昇降運動の低下が見られたが，

100 m走よりも 50m走への皮下脂肪部位との関連が深いという結果であり，また跳種目でも，

より瞬発力を要する立巾跳は，関係部位が1年次18部位， 2年次7部位になっていたのであり，

持久性よりも瞬発性を求める意国的なトレーニング結果となったのである。

本調査の0.001%の相関係数有意性をとりあげてみると， 1年次において， 10 mm走と腹蔵，立

巾跳と前胸，走巾跳と庸肝下であり， 2年次は， 50 m走と(側面・側麗上・膚紳下・謄背・下



頬

顎

項

三角

上腕 前

上腕 後

前腕

手背

前腕

側腕

側緩 j二

1l1U 腹 下

腹蓋

属目甲 下

廃背

腰背

大腿 前

膝重量 上

下総 内

下腿 後

計

% 
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苦笑II-⑥ 皮下s¥i'紡淳と運動能テストの相関(遂動女子学生N群のみ)
1…一一台

⑧有主主性 0.001'"⑨ 

1 年 次

50m 100 m 約九 走rt 1I.巾
走 定 投 銚 銚

O O 

O O 

O O 。 O 
O O 。 O 
O O 。 O 。。 O O 

O O O O 

O O 。 ⑨ 
O O 。。
O O 。。

O O 。 ⑨ 。。。。 ⑨ 。
O O O O 

O O O 

O 。
O O O O 

O O O O 

O 。 O O 

16 16 O 18 18 68 

23.5 23.5 0.0 26.5 26.5 

2 

50m 100 m 
走 A 

O 3i 
O 。 O 
O 。 O 
O O 

O O 

O 
⑨ O 
⑨ ⑨ 

O 。。
⑨ 。
⑨ 。。O 。 O 
O 

O 。
⑨ ⑨ 

19 15 

35.8 28.3 

.1f. 

砲丸
投

。
0.0 

0.01…O 
0.05…0 

次

Art 立巾
銀も 銚

O O 

O 

O 

。 O 。 O 
O O 

O O 

O O 

O 

O 

O 

O O 

12 7 "53 

22.7 13.2 
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腿後)， 100 m走と(側腹上・下毒事後)，などに関係が認められたのである。従って確実にいえる

ことは， 50m走や 100mjをの走種目とは側綾上・下腿後の2部伎が重要な部位となっているの

である。またヱド識査は勝木(16)らの高校生調査で，皮脂摩の厚いものは 50m走・走巾跳が明らか

に劣ることを報告しているが，逆説的に全く一致していたのである。さらに体力診断テストの

皮下脂肪の関係よりも連動能テストと皮下脂肪との関係で可成り相関の高い部位があることが

明らかとなったのである。

3. 体格別皮下脂肪について

1) 各グループの設定

1-1)， 2 -2)， 2 で分析したN8雨群の体格差から考える主，比体重・ベルベック・

カーブ・ピネー・ボンハルトがこの琵をよく示唆していた。年間変動ではN群が比胸間，ボン

ハルト， 8群が比胸酉・標準体重・比濠高などの指数で分類が特色あり，また体格と皮下脂肪と

の関係ではN群が比体重・ボンハルト指数で， 8群はベルベック・ローレル指数で分類すべき

ことになる。なお測定人員の点からみれば，青山(33)の統計処理についての指摘に見る如く，平
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均値の変動がある。しかしここでは所謂代表的な体格指数により，対象群の分類を試みたので

ある。また体格そのものからいえば， N群は比体重を視点に， S群は比胸囲よりも全体的と思

われるベルベックを視点に， NS両群の比較及U'N群のグループ比較を行なったのである。グ

ループとは体格上の大型・中型・小型空のグループであり， i本格指数平均値とう活標準偏差を加味

して分類したものである。

苦笑 3-① {本格指数耳目グループ基準と人民(一般女子学生N群と遂動女子学生S群)

比体重別 ベルベック別 カーブ別

グル
M S.D 人員

グル
M S.D 人員 グル M S.D 人気

ープ ープ ーブ

-N  大 34.392 16 人 大 86.486 14 人 大
人

2.202 15 
般群
女

中 18人 中 22 人 中
人

子
32.936 2.913 84.081 4.811 2.110 0.185 19 

学 50
16 人 14 人

人
生名 31. 480 81.676 2.018 16 

遂 S 大 37.042 17 人 大 91‘273 14人 大
人

2.357 13 
動君学

22 人 23 入
人女

中 中 中子
35.229 3.626 88.067 6.412 2.236 0.243 26 

学 55
16 人 18人 人

主主名 33.416 84.861 2.115 16 

表 3-② 一般女子学生の体格指数別基準(一般女子学生N群73名分)

比体主重別 ベルベック別 カーブ別

クソレ
M S.D 人民

クゾレ
M S.D 人員

グお/レ
M S.D 人員

ープ ープ ープ

大 34.282 22人 大 87.0995 32人 大 2.197 
人
22 

ヰヨ 30 人 Eド
人
中

人
32.971 2.623 84.916 4.367 32 2.113 0.168 38 

21人 19 人
人

31.659 82.732 2.029 13 

比絢留別 比~潟別 ロ レル別

クソレ
M S.D 人員

グル
M S.D 人員

グ"レ
M S.D 人民

一ーフ ープ ーブ

大 53.143 18人 大 55.097 22人 大
人

143.287 18 

中 51. 945 2.397 30人 中 54.517 1.161 29人 中 135.622 15.330 29人

50.746 25人 53.936 22 人 127.957 26 
人

表 3-③により， NS再群の平均値の差異を中グループで見ると，比体重ではN群32.93が，

S群はこれに比して十2.29であり。ベルベックではN群84.08，S群十3.98。カーブではN群

-2‘11， S群十0.12であり，いずれも運動女子学生S群が高い平均値を示しているのである。

表3-②によれば，一般女子学生N群のゆ型グループにおける体格指数の範国は，比体重31
-34，ベルベック 82-87，カーブ2.02-2.19である。この場合50名分類と 73名分類では荷様
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の指数値であり，体格測定に見られる差異が見られなかったのである。なお比胸罰5l.94，比鹿

54.51，ローレル135.62の平均値を示していたのである。

2) 対象群の各グループ比較

運動女子学生S群と一般女子学生N群を比体重・カーブ・ベルベックの体格指数により，そ

れぞ、れが大型・中型・小塾の3つのグループに分類し，体質的な影響を見ょうとしたものであ

る。なお土で(十)はS群がN群より高い数値であり， (ー)はS群がN群より低い数値を意味

しているのである。

表3ー③ 体格指数別・各グループ別の体格及ひ、皮下脂肪比較(遂動女子学生と一般女子学生の差異)

¥体格¥¥も¥¥体¥格指数別 上七体重
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表3-@により，体格測定を見ると， NS両群とも 3体格指数別に，大・中・小の各グルー

プが身長・躍高の長育に差を認められなかったo しかし体重や絢屈には小グループを除く中・

大のグループに差が認められていたのである。なお小グループについては，カーブ・ベルベッ

クの指数加に差を認められないが，比体重剖で胸囲に差が認められたのである。即ち，大・中

グループには体重・綿密がSN群に差が生じ，小グループは比体重指数で胸間がSN群に差が

現われるのである。

きて，同様に皮下脂肪厚を見ると，指数別に大・中・小の各グループともにSN両群に差が

認められる部位は，顎・膝蓋の 2部位でS群が(一)になっている o しかし大・小のグループ

では大腿前のl部位がS群が(十)となっているが，ただし比体重別の大グループでは差がな

くなっているのである。

大グループについては，側膿下において， 3指数別とも S群がN群より薄しまた比体重別

では，上腕前・前胸・腹背がともにS群が薄くなっている。中グループについては，清府下に

おいて 3指数那ともにS群がN群もり厚しまた比体重別の項部はS群が厚くなっている。

小グループについては，下腿内において，指数別ともに S群がN群より厚しまた比体重加の

三角部(屑峰)はS群が厚くなっていたのである。なおベルベック指数別の三角部はS群が厚

いが，手背部では逆に簿くなっていることが確認されるのである。

まとめると， 1;本格は大グループ・中グループともに体重・胸囲がS群において大であり，皮

下脂肪厚は大グループ・中グループ・小グループともに顎部・膝重量上部がS群において薄いこ

とを示していたのである。なおS群はN群もりも，大グループの側腹下が薄く，中グループの

屑牌下が厚く，ノj、グループの三角下・大腿部・下腿内が摩い， ということも出来るのである。

3) 非運動群の各グループ間比較

一般女子学生N群を表3ー②にもとづき大・中・小の各グループに分類し，小タイプ対中タ

イプの比較の如く，小:大，中:大における差異を一般的視野から考察しようとしたものであ

る。なお体格は 1年次2年次と区分したが，体格指数・皮下賜肪厚及び皮下指訪指数は 1. 2 

年次総合されたものによって比較検討することにした。なお一般女子学生対象の比体重加グ

ループ，運動女子学生対象の上回句函別グループ，これを総合したベルベック別グループの3方

向から，それぞれの変撲を具現化しようとしたものである o

表 3-Qむにより，体格を見ると，比体重別で中:大の差が多く現出し，比胸囲別では中:大
の差が消滅する。またベルベック別にすると長育との差が全く消滅している。 l年次と 2年次

表 3ー④ 一般女子学生N群の各グループ潤の比較 (73名分)

体格指数別 上七体重別 比胸関別 ベルベック耳目

対比グループ 小 : 中 : ノト : 大 : 中 : 大 小:中 iノj、大 i中大 小:中;ノj、:大:中:大
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の比較では，比体重別の座高が1年次に小:大，中:大に珪が現出したが2年次には全く消滅

している。身長が小:大にあったが2年次には消滅している。比胸囲別では蟻高が1年次中:

大に現出したが2年次に差が消滅している。なおベルベック別では 1・2年次とも同様の傾向

を示しながら，ただ体重の有意水準が変ったことがいえるのである。

体格指数を見ると 3グループの対比において，比胸閤はベルぺック加に差が消滅，比座高

は比体重別・比胸囲~Ijで蓋がないが，ベルベック別で差が現出している。さらに締部にわたっ

て観察すると，比体重加で差の認められないのは，中:大の比胸間・ローレル・ 1)ビー・ピル

5%…※ 1%…※※ 0.1%--J※ 有意室長
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ケーの指数であり，小:中の標準体重である。比胸鴎加で差の認められないのは，中:大の比

体重・ボンハルト・標準体重の指数である。ベルベック別で差の認められないのは，前述した

比絢関指数のみであった。

詫って，一般女子学生の体格を分類する場合，ベルベソク指数別にすると妥当性があると思

われるのである。

きて，皮下脂肪厚部位と体格指数別とを対比して見ると，比体重別では舎小:大@小:中@中:

大の}I演に差が認められる。比絢個別では小中骨小:大③中:大の}I頃であり，ベルベック別では，

@小:大②小:中③中:大の}I援である。比体重加とベルベック別は向一傾向にあるが，ベルベッ

ク別は皮下脂肪測定部位と多くの関わりが認められるのである。

さらに細部について観察すると，比体重別で差の認められないのは，頬・顎、・手背・膝蓋上・

下腿内・大腿後の部位であり，比胸間別で差の認められないのは，大腿前・膝葦上・下腿後の

部位である。またベルベック加で差の認められない測定部位は見当らないのである。従って運

動によって著しく皮下脂訪厚に変化を与える以誕の形態把握には適すると思われる。また本調

査により，小:大にさ当然の如く差が認められるべき膝蓋上・大腿後の2部{立があったが，小:

中において差が認められている o なお小:大においてのみ差が認められるものは，前腕・下腿

内であった。これらの特質がベルベック指数の中から見出し得たことを前記した次第である。

W 要論

1. 基本体力について，体格は 50名前後でNS需群聞に平均値の差が生じ複雑な様相を示し

ている。 N群は短脚腿長で軽体重の標準型であり， S群は長脚胴長で重体重の肥構寄りの標準

型である。体力診断テストのN群は全国平均を下まわり S群は全国平均を蓮かに上まわり画

然とlRJjiJされているが， S群の伏臥上体そらし，踏台昇降運動には問題がある。運動能テスト

では， S群の資料から 100m走を除く 4種目に明確な向上が見られ，特に瞬発筋力において向

上が顕著である。

2. 皮下脂訪厚について，体脂訪惑のN群は l年次2年次とも 24%，S群は 1年次24%が2

年次回%となっている。なお両群の各部位測定平均値では， N群はS群よりも 17部位に厚く，

S群は項部・三角(屑峯)の2部位がN群もりも淳かった G しかも入学時において既にS群は

6部位に薄<2部位が厚い。従って，入学前・入学後においても運動が皮下脂肪厚に与える影

響は極めて大である。また年鴎変動の厚簿度や増減巾により，女性因子的な部位が， S群の場

合すべて減少韻向を示している。従って所謂男性化の傾向さえ見ることが出来るのである。

3. 皮下脂肪摩の種々の関係について，測定部位相互関係で多くの部位と関係を持つ部位は，

その年間変動からN群は主として脚部との関係部位が多くなり，胴体部に関係部位が少なく

なっている o またS群は主として中心帯以外でN群と異なる部位に，その特震を示しているの

である o 体格との関係でNS雨群は，体重と胸聞にそれぞれ異なる関係部位を示しながら 2

次にも影響している。特にS群の身長とN群の座高に特色が見られ，全体的な特色部位は，頼・

顎・屑・予背の分野と側捜下・腹直・腹背の分野及び大腿前・膝蓋上・下腿内・下腿後の3分

野にそれぞれの位置づけがある。体格指数との関係では， N群の比体重・ボンハルト， S群の

ベルベック・ローレル・ピネー・リビーの指数が，体格全体と皮下脂肪部位との関係が明確に

捉えることが出来るのである o体力診断テストの関係では， N群の関係部位は分散的であるが，

握力筋力・前柔軟性との関係が見られ， S群は集約的であり，敏捷性・瞬発性・後柔軟性との

関係部位が見られている。運動能テストとの関係S群のみの諦査であるが 2年次に関係部設
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が少なく集約的となっている。

特に関係ある部位が跳韓日から走種目に移行している。なお附記すれば体力診断テストと皮

下脂肪との関係よりも，運動能テストと皮下脂肪の関係部位が明確に現われていたのである o

4. 体格指数別皮下脂肪厚について，体格指数からNS両群をそれぞれ大中小に分類して比

較すると，体格では身長康高の長育には差がなかったが，体重胸囲に蓋があり，皮下脂肪厚の

大中小グループともに顎・膝重量部伎に S群がN群よりも薄いことが明確であった。

なお，大・小グループの大腿前，大グループの側腹下がS群はN群より薄いことも明確となっ

たのである。なお中グループの屑肝不，小グループの三角下(震峯) ・大鹿前・下総内がS群

ではN群よりも厚い部位でもあったのである。

きて，一般女子学生N群のみであるが，大中小に分類して各グループ間の対比をして見ると，

必ずしも小:大に差があるといえなかったのであり，また中大の比較よりも小:中が顕著な

を示している。またこの差は体格よりも皮下脂肪浮がより顕著に示していたのである。ここ

で一般女子学生に対しでも運動女子学生に対しても，皮下脂肪との関連では，ベルベック指数

で見るのが適当と思われたことと，運動女子学生群は入学時すでに体格体力に格差があり，皮

下脂肪も薄くさらに運動効果は 2年次に及んでいるのである O 特に運動女子学生の特質は顎

下・藤議上・側腹下などに注目すべき部位があり。一般女子学生にも運動の費量を推定出来る

部位とも思われた内である。

最後に御協力戴いた北海道女子短大の後藤俊民，布上恭子氏，井上i託子氏，北海道女子栄養

短大の奈良くり氏，相馬勢子氏，土屋浩子氏，北大教育当部古川経教氏の各位に深く感謝申し

上げる次第である。
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